
 保護者の皆様                    平成３０年１２月１３日 

                            たかつき保育園 

              感染者情報 

 

帯状疱疹にり患した職員がいます。帯状疱疹は水ぼうそうと同じ水痘ウイルスによる

病気です。水疱瘡になっていないお子さんは水ぼうそうとして発症しますので、発熱時

など、体に水を持った発疹（水疱）ないかなど注意し、専門医の診断を受けるようにし

てください。 

また、寒さと共に、空気も乾燥し、インフルエンザも流行の季節です。 

たかつき保育園では、まだ発症はありませんが、発熱などの症状に気を付けて下さい。 

 

              ＜帯状疱疹＞ 

免疫状態が低下した時に、神経節に潜伏していた水痘、帯状疱疹ウイルスが再活性化 

することで発症。小児でも発症することがある。 

 

病原体・・・水痘、帯状疱疹ウイルス 

 

感染経路・・帯状疱疹からは飛沫感染しないが、接触感染する。水泡がある期間は感染

力がある。（水ぼうそうとして感染する） 

 

潜伏期間・・帯状疱疹はもともと神経節にあったウイルスが再活性化するので期間は 

      特定できないが、水ぼうそうになる場合は１４～１６日（１０～２１日程

度の場合もある）今回感染があった場合は、１２/２５日ごろ症状がでる

と思われますので症状の観察をお願いします。 

 

症状・・・・潜伏していた神経にそり、小水疱、発疹が帯状に群がって出現。 

      成人では痛みが強いが、小児はかゆみを訴える事が多い。治療は抗ウイル

ス剤の内服と軟膏。 

 

登園の目安・保育園、幼稚園では、免疫のない児が帯状疱疹罹患者と接触することで 

水ぼうそうにり患するため、すべての湿疹が痂皮化（かさぶた）になる

まではお休みとなります。 

      登園時は医師による登園許可証が必要になります。 

 


